
　
令
和
５
年
２
月
20
日
の
議

員
懇
談
会
に
お
い
て
、
町
長

が
「
平
和
都
市
宣
言
」
を
実

行
さ
れ
る
と
聞
い
た
の
で
、

ど
の
よ
う
な
形
で
進
め
る
の

か
伺
う
。

　
私
は
、
常
々
本
町
も
平
和

都
市
宣
言
を
し
て
ほ
し
い
と

考
え
る
の
で
、
大
変
喜
ば
し

い
。

　
昨
年
２
月
24
日
、
ロ
シ
ア

の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
よ
っ

て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま

り
、
物
価
高
騰
や
食
料
危
機

を
は
じ
め
世
界
で
様
々
な
問

題
が
発
生
し
、
日
本
も
大
変

な
状
況
に
至
っ
て
い
る
。
特

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
は
、
全

世
界
の
物
価
上
昇
の
要
因
と

な
り
、
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

特
に
発
展
途
上
国
及
び
資
源

小
国
は
大
変
な
影
響
が
出
て

餓
死
者
が
出
る
の
で
は
と
危

惧
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
戦
争
の
決
着
は
、
今
だ
つ

か
ず
混
沌
と
し
て
建
物
の
破

壊
と
多
数
の
犠
牲
者
が
、
毎

日
報
告
さ
れ
て
お
り
、
誰
が

見
て
も
正
常
な
平
和
な
世
の

中
と
は
到
底
言
い
難
い
惨
状

で
あ
る
。
プ
ー
チ
ン
大
統
領

の
人
類
の
進
化
論
を
否
定
す

る
よ
う
な
残
忍
な
戦
争
は
、

早
期
に
終
結
す
る
と
は
考
え

に
く
く
、
日
々
の
戦
禍
は
深

く
続
く
と
危
惧
さ
れ
る
中
、

世
界
中
が
一
刻
も
早
く
こ
の

戦
争
が
終
結
し
、
平
和
な
世

の
中
が
、
訪
れ
る
こ
と
を
祈

っ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
本
町
が
平
和
都

市
宣
言
を
す
る
こ
と
は
、
大

変
意
義
深
い
事
で
あ
る
。
そ

の
宣
言
が
世
界
の
恒
久
平
和

の
実
現
に
寄
与
す
る
事
は
と

て
も
重
要
で
あ
る
。
新
町
長

が
誕
生
し
、
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を

取
る
か
町
民
は
大
変
関
心
を

も
っ
て
見
守
っ
て
い
る
。

　
　
令
和
５
年
２
月
20
日
議

員
懇
談
会
に
お
い
て
、
田
中

町
長
が
「
平
和
都
市
宣
言
」

を
実
行
さ
れ
る
と
示
し
た
が
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

①
い
つ
に
な
る
か
。

②
ど
こ
で
披
露
す
る
か
。

③
宣
言
の
内
容
は
。

　
　
　
　
　
式
典
な
ど
の
行

事
で
披
露
し
、
多
く
の
町
民

の
皆
さ
ま
と
共
に
宣
言
し
た

い
。
内
容
は
、
平
穏
な
日
常

が
い
つ
ま
で
も
続
き
、
戦
争

や
テ
ロ
行
為
、
核
兵
器
な
ど

の
脅
威
の
な
い
世
界
の
恒
久

平
和
を
願
う
も
の
に
し
た
い
。

　
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
町

民
の
皆
さ
ま
と
共
に
世
界
の

恒
久
平
和
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
と
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

議
会
の
議
決
を
経
た
上
で
決

定
し
た
い
。

非核平和都市の宣言は
宣言に当たり、町民と世界の恒久平和を考える

問答
町
長

平和と公平をすべての人に
持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、す
べての人々に司法へのアクセスを提供し、あらゆるレベルに
おいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する

武
豊
町
「
非
核
・
平
和
宣
言
の
町
」
の
標
柱

澤田　道孝 議員
（佐和の会）
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